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第６７回経営協議会議事概要 

  

 

日 時   平成２６年５月１５日（木）１５時３０分～１７時１５分 

場 所   事務局特別会議室 

出席者   山崎（議長）、向、有松、樫見、井関、大竹、飯森、川本、國澤、野路、 

濱田、林、矢部 

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ  柴田、山本、福森、並木、石原 

欠席者     鈴木、加納、中西 

 

 議事に先立ち、議長から、オブザーバーとして委員以外の理事、副学長及び監事の出席

することについて説明があり、引き続き、委員及びオブザーバーについて紹介があった。 

 

 １ 概要説明 

 （１）経営協議会の役割 

     議長から、〔資料１〕に基づき、経営協議会の役割について説明があった。 

 

 （２）平成２６年度の運営体制 

     議長から、〔資料２〕に基づき、平成２６年度の運営体制について説明があった。 

 

（３）金沢大学の中期目標・中期計画及び平成２６年度年度計画 

     企画評価・情報・社会貢献担当理事から、〔資料３〕に基づき、本学の中期目標・

中期計画及び平成２６年度年度計画について説明があった。 

 

 （４）金沢大学の予算の仕組み及び平成２６年度予算 

      財務部長から、〔資料４〕に基づき、本学の予算の仕組み及び平成２６年度予算

について説明があった。 

 

２ 前回議事確認 

第６６回経営協議会（３月１３日開催） 

 

３ 協 議 

（１）学長選考会議委員の選出 

議長から、国立大学法人金沢大学規則第１４条第２項第２号に基づき、学長選

考会議の委員として経営協議会から選出する学外委員６人について、次のとおり

提案があり、審議の結果、承認された。 

・川本 八郎 委員 

・國澤 隆雄 委員 
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・中西 吉明 委員 

・濱田 厚史 委員 

・林  幸秀 委員 

・矢部  彰 委員 

 

（２）国立大学法人金沢大学規則及びその他規程等の改正等 

総務・人事・施設担当理事から、〔資料６〕に基づき、国立大学法人金沢大学

規則及びその他規程等の改正等について説明があり、審議の結果、追認された。 

[委員からの主な意見] 

○  金沢大学が学生の立場に立った大学であることを学外に発信するため、理事

の所掌業務に学生支援等学生に係る業務を明示してはどうか。 

 

（３）管理職手当の見直し 

総務・人事・施設担当理事から、〔資料７〕に基づき、管理職手当の見直しに

ついて説明があり、審議の結果、承認された。 

 

（４）大学院法務研究科入学定員の削減 

議長から、本件について、オブザーバーとして佐藤法務研究科長の出席を認め

ていただきたい旨の説明があり、了承された。引き続き、教育担当理事から、〔資

料８〕に基づき、大学院法務研究科入学定員の削減について説明があり、審議の

結果、承認された。 

[委員からの主な意見] 

○ 関西地区の私立大学法学部の学生は、法科大学院の進学先として国立大学志

向が強いことから、関西地区を学生募集の拠点としてはどうか。 

○ 民間企業では、２５名以上の弁護士を雇用している企業がある。経済団体連

合会を通じてアプローチするなど、就職支援の足掛かりとしてはどうか。 

○ 金沢弁護士会では、金沢大学法科大学院支援委員会を設置するなど、同大学

院の法曹養成教育を支援していきたいと考えている。夜間授業等の工夫等、金

沢大学の独自の方策が必要である。 

〇 他大学では、週一回半日程度、司法試験科目の教員と学生との意見交換会を

設けたところ、学生の司法試験合格率が向上したという事例がある。同大学院

においても、より教育力を強化するための方策を検討してはどうか。 

 

 

４ 報 告 

（１）ミッションの再定義の公表 

企画評価・情報・社会貢献担当理事から、〔資料９〕に基づき、公表されたミッ

ションの再定義について報告があった。また、記載内容については、第３期中期

目標・中期計画に反映する旨説明があった。 
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（２）YAMAZAKIプラン2014（公表版） 

議長から、〔資料１０〕に基づき、YAMAZAKI プラン 2014（公表版）について報告

があった。また、同プランを達成するための予算措置について検討していく旨の発

言があった。 

 

（３）平成２６年度科研費内定状況 

総括・改革・研究・財務担当理事から、〔資料１１〕に基づき、平成２６年度科

研費内定状況について報告があった。 

 

（４）基本データ分析による自己点検評価 

企画評価・情報・社会貢献担当理事から、〔資料１２〕に基づき、基本データ分

析による自己点検評価について報告があった。 

 

（５）平成２５年度教員評価の結果 

企画評価・情報・社会貢献担当理事から、〔資料１３〕に基づき、平成２５年度

教員評価の結果について報告があった。 

 

５ 意見交換 

[委員からの主な意見] 

○ 社会に幅広く活躍する人材を養成するためには、企業でのキャリアをもつ教員

の採用等、大学と産業界との人材交流が重要であると考える。北陸地域を中心に

様々な産業との交流の場を作る工夫を講じてほしい。 

    

 

 

 

      次回開催予定 

    第６８回経営協議会 ６月１９日（木）１５時３０分から 


